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綱
領
改
定
す
る
も
参
院
選
で
二
大
政
党
の
狭
間
に

埋
没
し
た
日
本
共
産
党

１ 

綱
領
の
大
幅
改
定
で
ソ
フ

ト
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る

も
基
本
路
線
は
堅
持

　

日
本
共
産
党
は
、
平
成
一
六
年
一
月
の
第
二
三
回

党
大
会
で
、
昭
和
三
六
年
の
第
八
回
党
大
会
で
採
択

し
て
以
来
五
回
目
と
な
る
綱
領
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
改
定
案
を
提
案
し
た
平
成
一
五
年
六
月
の
第
七

回
中
央
委
員
会
総
会
で
は
、
国
民
に
よ
り
分
か
り
や

す
い
表
現
と
す
る
こ
と
及
び
採
択
後
四
二
年
間
の
情

勢
の
進
展
や
党
の
理
論
・
政
治
活
動
を
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
主
眼
と
し
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

改
定
に
よ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
特
有

の
用
語
や
国
民
が
警
戒
心
を
抱
き
そ
う
な
表
現
を
削

除
、
変
更
す
る
な
ど
、「
革
命
」
色
を
薄
め
ソ
フ
ト

イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
民
主
主
義
革
命
か
ら
社
会
主
義
革
命
へ
と
進
む

二
段
階
革
命
論
や
幅
広
い
勢
力
を
結
集
す
る
統
一
戦

線
戦
術
と
い
っ
た
現
綱
領
の
基
本
路
線
に
変
更
は
な

く
、
不
破
哲
三
議
長
も
改
定
案
提
案
時
、「
綱
領
の

基
本
路
線
は
、
四
二
年
間
の
政
治
的
実
践
に
よ
っ
て

試
さ
れ
ず
み
で
あ
る
」
旨
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
路
線

の
正
し
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
破
議
長
は
、
一
六
年
八
月
の
第
二
回
中

央
委
員
会
総
会
で
、
党
名
問
題
に
言
及
し
、「
日
本

共
産
党
が
「
共
産
党
」
の
名
前
を
捨
て
て
「
普
通
の

政
党
」
に
な
っ
た
ら
、大
喜
び
す
る
の
は
支
配
勢
力
」、

「
党
名
問
題
も
階
級
闘
争
の
焦
点
の
一
つ
」
と
、
党
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名
問
題
は
階
級
闘
争
の
一
環
で
あ
り
、
党
名
変
更
は

な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

　

共
産
党
は
、
今
後
も
、
基
本
路
線
は
堅
持
し
つ
つ
、

ソ
フ
ト
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ

ま
す
。

２ 

参
院
選
で
の
議
席
大
幅
減
を

受
け
党
建
設
、
憲
法
改
正
問

題
等
へ
の
取
組
み
を
強
化

　

日
本
共
産
党
は
、
一
六
年
七
月
の
第
二
〇
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
、
参
議
院
議
員
二
〇
人
中
一
五

人
（
選
挙
区
七
人
、
比
例
代
表
八
人
）
が
改
選
と
な

り
、
選
挙
区
に
四
六
人
と
比
例
代
表
に
二
五
人
の
候

補
者
を
擁
立
し
ま
し
た
が
、
当
選
者
は
比
例
の
み
の

四
人
（
改
選
比
一
一
人
減
）
で
、
大
き
く
議
席
を
減

ら
し
ま
し
た
。同
党
が
、す
べ
て
の
選
挙
区
で
議
席
を

失
っ
た
の
は
、
昭
和
三
四
年
の
第
五
回
参
院
選
（
当

時
は
「
地
方
区
」）
以
来
、
四
五
年
振
り
で
す
。

　

選
挙
の
結
果
、参
議
院
に
お
け
る
同
党
の
議
席
は
、

改
選
の
な
か
っ
た
五
議
席
と
合
わ
せ
て
九
議
席
と
な
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を
配
布
し
て
い
た
男
性
が
住
居
者
に
よ
っ
て
住
居
侵

入
罪
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
、
所
轄
署
に
引
き
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
挙
に
対
し
て
、
共
産
党
は
、「
不
当

弾
圧
」
と
し
て
、
警
察
署
前
で
の
抗
議
、「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
へ
の
抗
議
記
事
掲
載
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
指
導
、
援
助
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

全
労
連
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
）
は
、
一
四
年
七

月
の
第
二
〇
回
定
期
大
会
に
お
い
て
創
設
を
決
議
し

た
「
組
織
拡
大
推
進
基
金
」
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
万

人
を
当
面
の
目
標
に
勢
力
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
企
業
の
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
と
い
っ
た
要
因
を

背
景
に
組
織
拡
大
は
思
う
よ
う
に
進
展
せ
ず
、
一
六

年
七
月
の
第
二
一
回
定
期
大
会
で
は
、
組
織
現
勢
を

「
こ
の
二
年
間
で
約
五
万
人
減
少
し
、
一
三
二
万
八
、

〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
」
と
し
ま
し
た
。

　

一
七
年
は
、
前
記
「
組
織
拡
大
推
進
基
金
」
に
基

づ
き
、
パ
ー
ト
・
臨
時
職
員
、
未
組
織
労
働
者
の
組

織
化
を
柱
と
し
た
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
。

り
、
参
議
院
に
お
け
る
同
党
単
独
で
の
議
案
提
出
権

を
失
い
ま
し
た
。

　

こ
の
選
挙
で
は
、
自
民
党
と
民
主
党
の
獲
得
議
席

の
合
計
は
、
改
選
一
二
一
議
席
中
九
九
議
席
（
議
席

占
有
率
八
一
・
八
一
％
）
に
上
り
ま
し
た
。
共
産
党

は
、
平
成
一
五
年
の
衆
院
選
に
続
き
、
自
民
、
民
主

の
二
大
政
党
の
狭
間
に
埋
没
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

第
二
回
中
央
委
員
会
総
会
で
は
、
志
位
委
員
長

が
、
二
大
政
党
制
に
向
け
た
流
れ
を
「
自
民
党
政
治

を
延
命
さ
せ
る
た
め
、
財
界
等
支
配
勢
力
が
、
同
じ

自
民
党
政
治
の
土
俵
の
上
で
政
権
の
担
い
手
だ
け
を

政
党
選
択
の
焦
点
と
し
、す
ぐ
に
は
政
権
の
担
い
手
と

な
ら
な
い
共
産
党
を
初
め
か
ら
選
択
肢
か
ら
排
除
す

る
も
の
」
と
位
置
付
け
た
上
で
、
参
院
選
の
結
果
に

つ
い
て
は
、「「
二
大
政
党
づ
く
り
」
の
動
き
と
の
か

か
わ
り
で
、党
の
議
席
と
得
票
の
意
義
を
広
く
国
民
に

参院選挙開票・会見する志位委員長
（７月、東京）（時事）

訴
え
る
論
戦
に
取
り
組
ん
だ
と
は
言
え
な
か
っ
た
」な

ど
と
し
て
、二
大
政
党
制
に
向
け
た
流
れ
を
意
識
し
て

の
党
の
宣
伝
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
総
括
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
共
産
党
は
、
二
大
政
党
制
に
向
け
た
流
れ

に
対
抗
す
る
た
め
、
党
員
、
機
関
紙
等
党
の
主
体
的
力

量
の
増
強
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自
民
、
民
主
両
党
と

の
対
立
点
が
明
確
で
あ
り
、
国
民
の
関
心
も
高
い
と
み

ら
れ
る
憲
法
改
正
問
題
、
消
費
税
問
題
へ
の
取
組
み
を

強
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
憲
法
改
正
問

題
に
つ
い
て
は
、
一
七
年
に
自
民
党
が
憲
法
改
正
案
の

発
表
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
共
産
党
は
こ

う
し
た
政
治
日
程
を
に
ら
み
、
全
国
的
な
運
動
の
盛
り

上
げ
を
図
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

警
視
庁
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
勤
務
す
る
厚

生
労
働
事
務
官
が
、
衆
院
選
に
際
し
、
日
本
共
産
党

を
支
持
す
る
目
的
で
、
政
党
機
関
紙
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
号
外
等
を
、
東
京
都
内
で
頒
布
し
た
こ
と
に
対

し
、
一
六
年
三
月
三
日
、
国
家
公
務
員
法
違
反
と
し

て
被
疑
者
を
通
常
逮
捕
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
二
月

二
三
日
、チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
投
函
な
ど
を

目
的
と
し
た
立
入
り
を
禁
止
し
て
い
る
東
京
都
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
、「
日
本
共
産
党
都
議
会
報
告
」
等

４ 

組
織
人
員
の
減
少
傾

向
に
歯
止
め
が
掛
か

ら
な
い
全
労
連

３ 
党
の
支
持
拡
大
に
伴

う
違
法
行
為
の
検
挙




